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小・中・義務教育学校における 
 

学校内教育支援センターの運営 

～誰一人取り残されない学びの保障のために～ 
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岐阜県教育委員会  

学校安全課  
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不登校により学びにアクセスできない子供たちをゼロに 

（全国） 
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学校内教育支援センターにおける支援のサイクル（例） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

【支援を実施する上でのポイント】 

 

 

 

 
 

・ 利用の可能性がある児童生徒のアセスメント 

→臨時的検討もあるが、学期ごとや入学・進級・進学時等のタイミングで定期的な検討 
 

・ 定期的な不登校支援担当者会による効果検証 

→教育相談コーディネーター等が中心となり、不登校支援担当者会を月 1回程度実施 

→構成員は管理職、教育相談コーディネーター、担任、学年主任、教育相談担当（生徒指導主事）、養護

教諭、学校内教育支援センター支援員等 

・ 「児童生徒理解・教育支援シート」等を活用し、具体的な支援計画を作成 

→全教職員にて不登校児童生徒の実態や支援内容、役割分担等を共有 

・ 支援ツールの活用による学習支援 

→タブレットを活用した実態把握や学習支援（５頁参照）等の実施 

・ ケース会の実施 

→学校だけでなく、専門家（ＳＣ、ＳＳＷ等）や福祉機関等の関係機関との連携 

・ 定期的な家庭訪問や個別懇談の実施 

→利用児童生徒については、担任に加え、学年主任や学校内教育支援センター支援員等が一緒に個別

懇談を実施 

・ 早期の進路指導 
  →早い段階から進路の見通しをもたせることが、本人の学習意欲の喚起に直結（中学校２年生の夏休み明け頃） 

① 前年度・春休み中 
＜校内支援体制の整備＞ 

・ 支援方針の決定 

・ マニュアルの作成・共通理解 

・ 不登校や運営に関する教職員研 

修の実施 

・ 個別の支援方法の検討 

・ 教室環境整備（次頁参照） 

・ 利用児童生徒の保護者との面談 

② １学期（前期）初期 
＜校内支援体制及び対象児童生徒の共通理解＞ 

・ 教職員、児童生徒及び保護者へ支援の目的及び

留意事項の周知と理解（始業式やチラシ等） 

・ 学校内（教職員等）での役割分担 

・ 環境整備 「複数の選択肢」と「自己決定」 

・ 利用児童生徒の情報共有 

③ 夏休み中 
＜校内支援体制と支援内容の振り返り①＞ 

・ 夏休み前の支援状況の振り返りと、夏休み

明けの支援計画の作成 

・ 不登校対策に係る教職員研修の実施 

・ 夏休み中に利用児童生徒の状況確認 

※生活リズムを崩さないために登校支援

（教育相談や学習支援等）を実施。 

・ 本人や保護者との面談の実施 

⑤ 学年末 
＜校内支援体制の改善と次年度に向けた準備＞ 

・ 利用児童生徒・保護者へのアンケート実施 

・ 入学説明会等にて、新入生（保護者）への周知 

・ １年間の支援のまとめや引き継ぎ資料作成 

・ 次年度に向けた支援の方向性の明確化 

④ 夏休み明け～冬休み 
＜校内支援体制と支援内容の振り返り②＞ 

・ 利用児童生徒の状況確認と、新たな利用児童

生徒の支援方針の確認 

 

 

・ソーシャルスキル（人間関係） 

・セルフデザイン（自己決定） 

 

不安・緊張 安心（居場所） 調整 

・セルフコントロール（心身の安定） 

自信 
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環境面での「居場所づくり」～学校内教育支援センターにおける教室環境整備の例～ 

 

 

 

 

 

心理面での「居場所づくり」 
 

◆ 気持ちに“寄り添う”  

 ○ 登校できたことや継続して取り組むことができていること、新たにできるようになったことなどを 

認める。 

  ・ 児童生徒・保護者の思いや考えを大切にする。 

  ・ できた、できなかったに関わらず、 「やろう」とした思い、できなかった思いに共感する。 

  ・ 児童生徒にとって安心・安全な空間であることを第一とする。 
 

 ○ 児童生徒が、自分の思いや考えを話すことができる時間や場面の設定 

  ・ 屋外での活動（散歩、菜園、遊び等）等、心のゆとりが生まれる活動を計画する。 

  ・ 担任・学校内教育支援センター支援員等以外の教師が関わることも効果的である。 
 

◆ “自己決定の場”の位置付け 

○ 登下校の時間や活動内容を自分で選択（自己決定） 

  ・ 教室復帰を前面に押し出さない。決めていたけどできない日もある。  

入

口

の

様

子 

個

別

学

習

エ

リ

ア

の

様

子 

コ

ミ

ュ

ニ

テ

ィ

エ

リ

ア

の

様

子 

※コミュニティエリアでは、共同で作品作りをして、その作品を掲示すると効果的 
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学校内教育支援センターにおける一日（例） 
 

 

＜登校前・朝の会＞ 

・ 学校内教育支援センター支援員等（担任や学年職員） 

は、出欠状況とともに児童生徒の前日の様子や支援 

内容等を確認（情報共有） 

・ 児童生徒の出席状況を掲示（情報共有） 

・ 朝の会を実施（学校内教育支援センター支援員等） 

→１日の活動内容を自己決定し、黒板等に掲示（情報 

共有） 

→活動内容や行事を確認 
 

 

＜授業・活動＞ 

・ 担任・学校内教育支援センター支援員等は児童生徒が活動内容を自己決定できるよう支援 

→活動計画表に記載する。 

・ 児童生徒の活動の様子、頑張っている姿もそうでない姿も専用ノート等に記録 

→担任等、関係職員に伝える（情報共有）。 

・ 児童生徒が教室の授業に参加する場合、学校内教育支援センター支援員等が一緒に移動 

→担当教諭に確実に引き渡す。 

・ 児童生徒が教室の授業をオンライン参加の場合、タブレットを準備 

・ 関係職員は、児童生徒と関わる時間をつくるとともに、学校内教育支援センター支援員等と 

情報共有を行う。 
 

 

＜休み時間など＞ 

・ 担任・学校内教育支援センター支援員等は、児童生徒の様子を共有 

→直接面談または専用ノートを活用 

・ 担任と学校内教育支援センター支援員等は、遊びの計画を立てたり、友達が学校内教育支援セン

ターへ来る機会をつくったりするなど、児童生徒が学級や校内の友達と関わる時間を意図的に設

定 

・ 体育の授業以外にも運動する機会を設定 
 

 

＜給食＞ 

・ 児童生徒は、自分で給食の準備・片付けをする。 

・ 児童生徒がどこで食べるか、事前に担任と学校内教育支援センター支援員等で情報共有する。 

・ 児童生徒の実態に応じて、教室の友達が学校内教育支援センターに来たり、本人が教室へ行った

りする機会をつくるなど、友達と関わる時間を意図的につくる。 
 

 

＜帰りの会・放課後・下校＞ 

・ 児童生徒は、帰りの会で１日の振り返りを記入し、担任または 

学校内教育支援センター支援員等へ提出 

・ 担任または学校内教育支援センター支援員等は、児童生徒へ 

のフィードバックや教育相談を実施 

・ 担任または学校内教育支援センター支援員は、児童生徒の１ 

日の様子を保護者へ連絡 

・ 放課後は、興味・関心の高いこと等に取り組む時間とする（自 

習、学級活動や部活動、学校行事など）。 

・ 本人の様子などを記録し、関係者にて共有する。 

 
 
一時利用について 

児童生徒の状況に応じて保護者と連携しながら柔軟に対応する。 
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家庭・学校内教育支援センターと教室とをつないだ ICTの活用例 
 

 

● 授業の様子を撮影し、家庭や学校内教育支援センターで過ごしている児童生徒へライブ配信 
⇒ 授業で分からないことや質問がある時、「挙手機能」や「チャット機能」を活用する。 

⇒ 先生から直接質問を受けたり、自分が発言した内容を先生に板書してもらったりすることができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 学校行事の様子を家庭や学校内教育支援センターで過ごしている児童生徒へライブ配信 

 ⇒学級の雰囲気や活動の様子が分かる。 
 

● 授業動画をクラウド上に保存し、家庭や学校内教育支援センターで視聴 

 ⇒ ライブ配信の時間帯に見ることができない場合は、動画をクラウド上に保存しておくことで、自分のタイ

ミング、自分のやりたい場所で視聴することができる。 
 

● 学級での発表会等に、動画で参加 
 ⇒ 事前に動画撮影をし、発表会等に動画で参加することができる。 
  

学校内教育支援センターにおける ICTを活用した学習支援の例 
 

 

● 教室で使用したプリントや教材などをクラウド上に保存 

⇒ 教室で使用している教材を使用し、家庭や学校内教育支援センターで学習することができる。 
 

 

● 短時間でできる学習プリントの活用 

⇒ 家庭や学校内教育支援センターで、短時間で取り組める学習 

により、学校内教育支援センター支援員等に質問したり、採点 

をしてもらったり、解説をしてもらったりすることで、自分のペ 

ースで学習を進めることができる。 
 

 

● タブレットを活用した学習ツールの活用 

⇒ タブレット内の学習アプリやネット上の学習コンテンツを活用し、家庭や学校内教育支援センター 

等において、自分のペースで学習を進めることができる。 
 

 

● 板書を撮影し、クラウド上に保存 

⇒ 板書を見ながら、家庭や学校内教育支援センターでも、自分のペースで学習できる。 
 

 

● 実技テストの実施 

⇒ 英語のスピーキングテスト等、家庭や学校内教育支援センター等で実施することができる。 
 

 

● タブレット内の通信用アプリを活用した課題の送受信 

⇒ 通信用アプリを活用して、場所に関係なく課題を受信したり、送信（提出）したりすることができる。 
 

 

● ビデオ通話機能やチャット機能等を活用して、登校していない児童生徒の家庭と学校内教育支援

センターとをつなぐ。 
⇒家庭での過ごし方や、学習状況について相談することができる。 

つながる 
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学校における不登校対応の重層的支援について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
(1) 魅力ある学校づくり・分かりやすい授業づくり…「①発達支持的生徒指導」 

「魅力ある学校づくり」とは、居場所づくりと絆づくりのバランスが重要になります。居場所づくりとは、

児童生徒が安心できる､自己存在感や充実感を感じられる場所を教職員が創り出すことです。特に、入

学直後や学級替え後の時期は人間関係を一から構築する大切な節目となるため、教職員は、日々の授

業や特別活動等を通し、全ての児童生徒にとって学級が安心して楽しく過ごせる雰囲気になるような居

場所づくりを進めることが重要になります。その中でも特に、「分かりやすい授業づくり（どの児童生徒

にとっても分かる授業、面白い授業）」に重点を置くことで、全ての児童生徒が学業への意欲を高め、学

級での自己存在感や充実感を感受することにつながります。併せて、このような居場所づくりだけではな

く、日々の授業や行事等において、全ての児童生徒が活躍できるよう様々な場面づくりを工夫すること

によって、児童生徒相互によって紡がれる絆づくりを進めることにもなるのです。 

これらの「魅力ある学校づくり・分かりやすい授業づくり」により新規不登校児童生徒数を抑制して

いくためには、校長によるリーダーシップが必要不可欠になるのです。 
⇒参照１：岐阜県いじめ実態調査 調査用紙‐「魅力ある学校づくり∼新規不登校未然防止のために∼【欠席日数調査表】 

⇒参照2：岐阜県教育委員会学校安全課HP https://www.pref.gifu.lg.jp/page/16525.html 
 

(２) ＳＯＳを出すこと（受け止めること）の大切さと教育相談体制の充実…「②課題未然防止教育」 

児童生徒が自らの精神的な状況について理解し、安心して周囲の大人や友人にＳＯＳを出す方法を

身に付けるための教育「ＳＯＳの出し方に関する教育」の推進が求められています。 

それに加えて、児童生徒が発するＳＯＳを受け止めるためには、教職員等が、児童生徒の状況を多面

的に把握するための研修等を行い、教職員等の意識改革を目指すことが求められています。併せて、学

級担任と教育相談コーディネーター、養護教諭、ＳＣやＳＳＷなどが連携して、相互コンサルテーションの

機会をもち、不登校の背景要因や具体的な関わりについて話し合うことにより、不登校児童生徒への支

援のヒントが得られたり、保護者支援の方向が見い出せたりするなど、支援の幅が広がるのです。 
 

(３) 教職員の受信力の向上と情報共有…「③課題早期発見対応」 

児童生徒理解は、児童生徒の日常に継続的に関わる教職員だからこそできることであり、毎日見てい

るという強みを活かして、「ちょっとした変化」「小さな成長」に気付くことができます。そのためにも、日頃

から児童生徒の言葉・行動・表情に気を配ると同時に、友人関係や教職員との関係や学業成績まで、幅

広い事項について児童生徒の変化や成長に対するアンテナを高くしておくことが重要になります。 

特に、早期対応に向けては、気になる児童生徒について、できる限り早期に複数メンバーで情報を共

有し、検討・分析するスクリーニング会議を実施することが求められます。併せて、保健室・相談室との

連携や保護者との日頃からの関係づくりについても、心掛けておく必要があります。 
 

(４) ケース会議による具体的な対応の決定…「④困難課題対応」 

休みが続く児童生徒個々の状況や支援ニーズについては、日頃の状況をよく把握している学級・ホー

ムルーム担任や養護教諭、生徒指導担当教諭や教育相談コーディネーター等とともに、SC、ＳＳＷ等と

も連携の上、ケース会議において、児童生徒や学級への的確なアセスメントを行い、支援の目標や方向

性、具体的な対応策（学校内・外教育支援センターにおける支援、家庭訪問、専門家によるカウンセリン

グ、校外関係機関との連携等）などを検討して、実効的なチーム支援の体制の構築が求められます。 

④ケース会議に基づく、不登校児童生徒に対する家

庭訪問やSC・SSW等によるカウンセリング、及び

学校内・外教育支援センター登校や校外関係機関

と連携した継続的支援 
 

③休み始めの段階でのアセスメント（スクリーニング

会議）と、教職員、SC、SSW、保護者の連携・協働

による支援の開始 
 

②児童生徒のSOSを出す力の獲得と教職員の児童

生徒の変化に気付きSOSを受けとめる力の向上、

及び教育相談体制の充実 
 

①児童生徒にとって学校が安全・安心な居場所とな

るための「魅力ある学校づくり」と「分かりやすい授

業」の工夫 

参考：不登校対応の重層的支援構造 

 

① 発達支持的生徒指導 

② 課題未然防止教育 

特定の児童生徒 

課
題
性 

即応的 

継続的 
（リアクティブ） 

時
間
軸 

常態的 

先行的 
（プロアクティブ） 

対
象 

全ての児童生徒 

【文部科学省 生徒指導提要改訂版からの抜粋】 

https://www.pref.gifu.lg.jp/page/16525.html

